
イ 教育センタ一等研修の方法

下記の事項のいずれか、又はそのいくつかの組合せを行う等多様な方法で実施するも

のとする。

研究協議

演習

研究授業

実技指導

調査
講義

その他

ウ 教育センター等研修における研修項目は別表Iによるものとする。

エ 教育センター等研修は、県立総合教育センターが計画し、外部の連携機関等の協力を得
て実施するものとする。

(2）学校研修

ア学校研修の内容

主として、下記の事項について、具体的な教育実践に即して行うものとする。その際、

地域や学校の実態に配慮するものとする。

教科指導

道徳

外国語活動（小学校）

総合的な学習の時間

特別活動

生徒指導

進路指導・キャリア教育

学級（学年）経営

特定課題研究

学校諸課題

地域との連携

その他必要な事項

イ 学校研修の方法

下記の事項のいずれか、または、いくつかの組合せを行う等多様な方法で行うものと

する。

なお、この場合、授業研究指導を十分行うように配慮するものとする。

授業研究

公開授業

研究協議

演習

実技・実習

講義

その他

ウ 学校研修における研修項目は別表Eによるものとする。

工 学校研修の実施記録を作成し、 3年間保管するものとする。

8 留意事項

(1）研修環境の整備

校長は、研修教員研修計画書に基づく研修が円滑に実施できるよう研修環境の整備に努め

るものとする。

(2）保護者や地域社会への啓発

校長は、 10年経験者研修の実施に当たって、保護者や地域社会等の理解や協力が得られ

るよう十分に配慮するものとする。



別表 I

1 0年経験者研修教育センタ一等研修

阻重量 幼稚園（隔年実施） 小学校 中学校

養護教諭 学校栄養職員等

会場：精巣市文化センター（クレアこうのす）

金通量豊 第1日

講演：『広い視野をもっ人材の育成』

講義：『信頼関係、に立つ教育の推進』

高等学校 特別支援学校

講義：『教育公務員としての服務規律と不祥事の防止』

講義：『学校教育における政策能力の形成』

講義：『児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教育の推進』

教科指導等研修（6日間）

第1日

o•体罰 （小学校） （小学校 ・高等学校）

O時議 「授濃i次替についてJ（猷轡も含む）.
OM~議場
・千ヰ教科に係る学習指揮事の現状と鰍題（高等学校）

・授業）Jの陶上のための悦点（材、 ．中学校）

1 ：言語活動の充実を図る学資，1 ~1:1鄭

Bφ評問）y,i長の工夫によるJ受業改正野

m2日～第5日
rn受業改善iこ向けた研修
． 政~r向上研修

・学Wli智津手揺さの作成及び検肘（綜｛習）
・教材の作成及び倹討（蹴剖）

－作成した学習－m樽案に誌づいた磁擬綬幾や
実践報告（発表 ・研究協議）

－所外の見学

常；

館6日

O会話t際研修
・研究協議題に基づく研究協措

．公開授業と研究協犠

生徒指導等研修（3日間）

第1日

~~~虫色 生徒指導 ・ 教育相殺の－~ぇノケ・進め方

緋誕生徒指溝上の繰姐

1泡蔵 学校 .'f"~：！ の生徒指堺上の腕組

第2日

制緩 j-M1園行動の辿Jr.I.と対応
演習 問阻行動への対応（不登校 ・暴力）

依習 アサーション演習｛含む講義） I 

演習 アサーシ到ン演習（含む訴庇） 日

第3日

講義ネットいじめの理解と対応

講義危機管理と生徒指導（演習を含む）

研修のまとめ等

主連盟盤第2日 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

講義．『学校組織マネジメントの考え方・進め方』

講義：『学校教育における人権教育』

盟重E; 会場：東松山市民文化センター

※各講義、 lrtB!J~ν11(紘日・実施順等については変更される IQ 台A‘ある

I! 



別表E

1 0年経験者研修学校研修（例）

分野 日数 内 容

(1)教科指導等 ア授業研究

公開授業

①教科担当者を対象

②校内を対象

③保護者等を対象

④ 1 0年経験者を対象

イ 指導計画の検討（指導案、評価、教材作成等）

ウ I Tを活用しての指導方法

エ評価規準及び自己評価

(2）生徒指導等 ア生徒指導

イ 進路指導・キャリア教育

(3）学級（学年）経営 ア学級（学年）経営

※家庭との連携を含む

(4）特定課題研究 ア調査研究

イ発表

※教員の意見や希望を生かし、自らの課題や適性、得意分野等

についての課題を 1年聞かけて、日々の実践に基づいて調査

－研究する

(5）学校諸課題 ア学校評価

イ 家庭・地域等への情報提供

ウ 喫緊の課題

(6）地域との連携 ア地域との連携

(7) その他



　　　平成25年度 希望参加研修の案内

幼 小 中 高 特

1 国語科スペシャリスト養成研修会 SE000010

2 算数・数学科スペシャリスト養成研修会 SE000020

3 理科の授業力を高める実験･実技研修会 SE000030

4 先端科学技術にふれる理科研修会 SE000050

5 社会科スペシャリスト養成研修会 SE00060

6 ｢楽しい授業づくり｣小･中学校等音楽科研修会 SE000080

7 豊かな感性を育む図工美術研修会 SE000100 ○ ○ ○ ○

8 図工美術スペシャリスト養成研修会 SE000110 ○ ○ ○ ○

9 美術館を利用した図工美術鑑賞授業づくり研修会 SE000120 ○ ○ ○ ○ ○

10 ESDの視点によるグローバル型｢国際理解教育｣実践研修 SE000125 ○ ○ ○ ○

11 スペシャリスト養成「小学校体育科研修会」 SE000130

12 苦手克服、悩み解消講座｢小学校体育科実技研修会｣ SE000140

13 ｢安全にできる柔道の授業づくり研修会｣ SE000150

14 なるほど｢体つくり運動研修会｣ SE000160

○ ○

6/3総合教育センター
会場校

総合教育センター

○ ○

6/14

6/14

総合教育
センター
教育課程
担当

総合教育
センター
学校体育
担当

p.10

社
会

　社会科の授業構想力と授業実践力を高めることを目的とし、社会科
における言語活動や問題解決的な学習、地域学習、社会参画やESDの視
点を生かした授業づくりの理論と指導方法等について学ぶ機会としま
す。本研修を通して、社会科のスペシャリストを養成します。

音
楽

　小･中学校音楽科指導の基本となる指導方法について、講義･実習を
通して研修します。

6/14

6/14

国
際
理
解

　美術館の教育普及活動や鑑賞プログラムを参考にしながら、具体的
な鑑賞の授業づくりを美術館で行います。

7/29(月)
8/28(水)
10月
11月の
全4日40

40

　

6/20(木)
7/9(火)
8/28(水)
10月､11月
会場校の
全5日

総合教育センター
会場校
(小･中学校)
他機関

5/31

○

○

○

p.9

定員
対 象

○
国
語

60

研修会番号

　スペシャリストの講義･演習により個人のスキルアップを図るととも
に、会場校研修でのスペシャリストの授業研究を行います。異校種で
の会場校研修を通して、小中高の系統性について教科指導の面から考
えていきます。

分類 番 研　修　会　名　・　研　修　内　容

8/23（金）
10月(2回)
11月(1回)の
全4日○ ○

研修
案内

さいたま文学館
会場校

5/31

研 修 日 会 場 締切日

総合教育
センター
教育課程
担当

問い合わ
せ先

7/8(月)の
午後

6/14

7/29(月)の
全1日

○

○

○

60

40

○

50

30

東京大学情報基盤
センター

6/12(水)
8/20(火)の
全2日

養護教諭を含む｡

7/26(金)の
全1日

○

8/28(水)の
全1日

○

総合教育センター

総合教育センター

○

○

6/14

8/23(金)の
全1日

県立近代美術館

8/ 8(木)
8/23(金)
※どちらか
１日でも
受講可

総合教育センター

Ａ6/11(火)
Ｂ7/23(火)
※どちらか
１日でも
受講可

8/23(金)の
全1日

行田市民プール
総合教育センター

　体育科の経営･指導について協議･演習を行い、自信をもって指導で
きるようにします。
・体育経営･ボール運動系･体つくり運動から１つを選択

30

○ ○

　運動領域の指導内容について実技研修を行い、指導力の向上を図り
ます。第１日：Ａ水泳  第２日：Ｂ器械運動

　学習指導要領に新たに示された持続可能な発展のための教育(ESD)の
観点から、グローバルな視点に立った新しい国際理解教育を積極的に
推進する人材を養成します。

30

6/28(金)
7/22(月)
8/26(月)
会場校の
全4日

総合教育センター
会場校
※会場校の日程は
後日調整

総合教育センター

総合教育センター

30

6/4

6/147/22(月)
8/28(水)
会場校
12/4(水)の
全4日

総合教育センタ－
会場校

20　武道必修化に伴い、生徒の実態に応じて、段階的で安全な柔道の授
業づくりについて、講義･実技を行います。

○

○

○

○

p.11

5/31

6/14

6/14

平成２５年度　埼玉県立総合教育センター　専門研修の概要
　

　言語活動の充実を図り思考力を育成するための授業づくりについて
講義・協議・演習を行います。児童生徒が知識・技能を習得し、それ
を活用し探求的な学習活動を行う授業スタイル「教えて考えさせる指
導」について学び、小中高の連携による会場校研修で実践的なスキル
を磨きます。

　観察･実験の技術を身に付けることにより、理科の授業力を高めるこ
とを目指します。

　大学または研究所等の研究機関において現地研修を実施し、先端科
学技術への理解を深めるとともに今後の教育活動への応用について研
究協議を行います。

養護教諭を含む｡

35

20

○

　体つくり運動の特性と意義を理解し,特別支援学校(学級)を含むすべ
ての校種において、取り組みやすい授業内容と指導法について研修し
ます。
第１日：講義･実技 ｢バランススティック、リボンエクササイズ、コン
ビウォーク｣ 第２日：講義･実技 ｢体つくり運動｣

　■　  各教科等における指導力の向上を目指し、基本的事項から専門的事項までの幅広い知識・技能の修
      得を目的とするものです。希望で参加することができます。ただし、所属長が認めた者を対象としま
      すので、参加申込みは管理職が行うようにしてください。
　　　  申込みは、県立総合教育センターホームページから電子申請で行います。詳細については、
　　　｢研修案内｣(冊子)p.27の｢専門研修の参加申込みの手順｣を御覧ください。

体
育
・
保
健
体
育

図
工
・
美
術

理
科

算
数
・
数
学

養護教諭を含む｡　様々な実践の交流を通して図工･美術の指導力を向上させるとともに
図工･美術による学校の環境づくりや地域との交流の推進を行う演習を
行います。

20

　材料や場所を基にした造形遊びや、様々な材料の特徴を生かした表
現についての理論を学び、演習を行います。

彩の国

埼玉県



幼 小 中 高 特

15 養護教諭と連携｢保健学習研修会｣ SE000170 ○ ○ ○ ○

16 学校体育公開講座 SE000171 ○ ○ ○ ○

17 中学校技術･家庭科(技術分野)題材開発研修会 SE000180

18 作ろう、創ろう！小学校家庭科研修会 SE000190

19 中学校技術･家庭科(家庭分野)授業づくり研修会 SE000200

20 高等学校家庭科授業づくり研修会 SE000210

21 明るく楽しい道徳授業づくり研修会 SE000220
45 7/29(月)の

全1日

15 8/9(金)の
全1日

22 管理職対象ICT活用研修会 SE000230 ○ ○ ○ ○

23 NetCommons活用研修会Ａ-ホームページ作成：初級編- SE00024A ○ ○ ○ ○ ○

24 NetCommons活用研修会Ｂ-ホームページ作成：管理編- SE00024B ○ ○ ○ ○ ○

25 教育ICT研修会Ａ SE00025A ○ ○ ○ ○ ○

26 教育ICT研修会Ｂ SE00025B ○ ○ ○ ○ ○

27 ICT活用教材作成研修会 SE000251 ○ ○

28 科学プレゼンテーション研修会 SE000252 ○ ○

　学校における情報モラル教育に関する理解を深め、児童生徒が安心･
安全にネットワークサービスを利用･活用するために必要な、情報安全
教育について研修します。

　体験型の映像メディア(Mitaka･ダジックアース等)について、理科の
教材としての活用方法を習得し、実践を通して効果的な指導法を学び
ます。

問い合わ
せ先

締切日分類 番 研　修　会　名　・　研　修　内　容 研 修 日

5/24(金）の
全1日

総合教育センタ－
会場校

○

○

20

20

教
育
の
情
報
化

I
C
T
活
用

○

○

20

総合教育センター

20

○

7/2(火)の
全1日

養護教諭・栄養
教諭を含む。

8/19(月)の
全1日

○

40

10/22(火)の
全1日

6/26(水)の
全1日

p.14

養護教諭・栄養
教諭を含む。

7/17

総合教育
センター
情報教育
推進担当

博物館等

理科担当教員
埼玉大学CST事業
参加者を含む。

15

技
術
・
家
庭

定
員

家
庭

40

技
術
・
家
庭

20

家
庭

30

道
徳

　Ａ｢家族･家庭と子どもの成長｣、Ｂ｢食生活と自立｣、Ｃ｢衣生活･住生
活と自立｣、Ｄ｢身近な消費生活と環境｣の題材開発･指導方法･評価等に
ついて、講義や実習を通して研修します。

　社会の変化に起因した様々な生活課題について、講義や実習を通し
て研修し、教科指導の工夫･改善に役立て、授業の充実･向上を図りま
す。

　｢ＨＰで地域や保護者へ本校をＰＲしたい｣｢グループウェアで職員の
情報共有を図りたい｣｢プレゼンテーションソフトを積極的に活用した
い｣etc。学校で役立つＩＣＴの活用方法を研修します。

　博物館等の展示物の取材および調査をもとに、ICTを活用した資料作
成やプレゼンテーション･相互評価することで、科学的知識の伝達手法
や理科教員としての指導力向上等をめざした演習を実施します。

15

　NetCommonsを利用すれば、簡単にＨＰが作成でき、タイムリーに学
校の情報を発信できます。さらにグループウェア機能を活用すれば会
議や朝の打合せも効率アップします。基本的な学校ホームページ作成
のための研修です。

　児童生徒が本気になって話し合う道徳の時間のつくり方について、
講義、資料分析演習、模擬授業演習を通して研修します。

20

60

　先進的なICT機器やサービスに関する理解を深め、主に教科における
ICT活用や校務の情報化の推進、ICT活用指導力の向上を図るためのヒ
ントとなる知識･技術について研修します。

20

15

7/29(月)の
全1日

○

総合教育センター

会 場

6/3

6/3

6/147/29(月)
8/20(火)
会場校の
全3日

総合教育センター

6/14

対 象

養護教諭を含む｡

養護教諭・市町
村教育委員会指
導主事を含む。

総合教育センター
江南支所(2日目)
総合教育センター

7/29(月)
8/2(金)
8/9(金)の
全3日

6/3

7/22(月)

※午後の講
演会のみで
も受講可

6/28

総合教育センタ－

総合教育センター

養護教諭・市町
村教育委員会指
導主事を含む。

5/10

○

6/28

7/30(火)の
全1日

8/16(金)の
全1日

管理職対象

総合教育
センター
学校体育
担当

6/12

総合教育センター

7/26(金)
8/26(月)
の全2日

総合教育センター

7/12

総合教育センター

総合教育センター

総合教育センター

総合教育センター

養護教諭・市町
村教育委員会指
導主事を含む。

p.11

p.12

p.13

研修
案内

10/2

総合教育
センター
教育課程
担当

総合教育
センター
情報教育
推進担当

6/12

7/12

理科担当教員
埼玉大学CST事業
参加者を含む。

7/31(水)

　専門的な知識を有する養護教諭との連携を中心に模擬授業や演習･協
議を通して、実践的な保健学習の進め方について研修を行います。

　学校体育やスポーツにおいて著名な方の講演を聴くことができま
す。午前中は学校体育が担当する下記の研修会の１つを選択し、受講
することもできます。講演会講師：共栄大学教授 須田和也先生
※午前：｢小学校体育科研修会｣･｢授業づくり･評価分析研修会｣･
　　　　｢体育主任養成研修会｣から1つ選択受講可能

　Ａ｢材料と加工に関する技術｣、Ｂ｢エネルギー変換に関する技術｣、
Ｃ｢生物育成に関する技術｣、Ｄ｢情報に関する技術｣の題材開発を、講
義や実習を通して研修します。
第１日：内容Ａ 第２日：内容Ｃ 第３日：内容ＢＤ

　NetCommonsを利用すれば、簡単にＨＰが作成でき、タイムリーに学
校の情報を発信できます。さらにグループウェア機能を活用すれば会
議や朝の打合せも効率アップします。学校ホームページの組織的運営
に関する研修です。

　｢食生活｣｢衣生活｣｢住生活｣に関するものづくりを中心に、題材開
発・指導方法･評価等について、講義や実習を通して研修します。

研修会番号

体
育
・
保
健
体
育



幼 小 中 高 特

29 生徒指導・教育相談中級研修会（総セ・市町村共催） SE000260 ○ ○ ○ ○

30 生徒指導・教育相談中級研修会（総セ主催） SE000270 ○ ○ ○

31 生徒指導・教育相談スキルアップ研修会 SE000280 ○ ○ ○ ○

32 1day特別支援教育基礎講座～知的障害～ SE000300 ○ ○ ○ ○ ○

33 1day特別支援教育基礎講座～知的障害を伴った自閉症～ SE000310 ○ ○ ○ ○ ○

34 1day特別支援教育基礎講座～発達障害～ SE000320 ○ ○ ○ ○ ○

35 埼玉県著作権講習会 ～守ってますか知的財産～ SE000370

36 地域とともに歩む学校づくりセミナー ～ふれあいから絆～ SE000380

37 読書活動推進講座①読み聞かせ編 ～本との出会いは感動～ SE000390

38 読書活動推進講座②読書技法編 ～拡がる本との出会い～ SE000400

39 学校花いっぱい活動研修会 SE000410 ○ ○ ○ ○ ○

40 身近な環境と動植物を学ぶ研修会 SE000420 ○ ○ ○ ○

41 環境学習教材開発研修会 SE000425

42 豊かな心と体を育む学校ファーム研修会 SE000430 ○ ○ ○ ○ ○

43 養護教諭専門講座 SE000440 ○ ○ ○ ○

44 学校組織マネジメント研修会 SE000460 ○ ○

45 管理職対象授業力向上マネジメント研修会 06100120 ○ ○

総合教育センター

40

　いじめやいわゆる「キレる子」・暴力行為への対応の在り方、不登
校、保護者との連携の在り方について具体的に学び、総合的な生徒指
導の力量を高めます。

定員分類

○

○

　校内の生徒指導・教育相談の推進者として必要な理論や技法・態度
を身に付け、明るく安心して学べる学校づくりを積極的に進めるため
の実践力を高めます。

養護教諭・栄養教諭
を含む。県立学校に
限る。※臨時的任用
者を除く。

360

各
30

　校内の生徒指導・教育相談の推進者として必要な理論や技法・態度
を身に付け、明るく安心して学べる学校づくりを積極的に進めるため
の実践力を高めます。

養護教諭・栄養
教諭を含む。

会場：総合教育センター
※詳細については、別途通
知します。

各市町
村の指
定する
日

総合教育センター
共催市町村の指定
する会場

5/31

6/14(金)
他、全３回
１回のみで
も受講可

特
別
支
援
教
育

100

生
徒
指
導
・
教
育
相
談

研　修　会　名　・　研　修　内　容

150

20

健
康
相
談

5/8
10/2

6/24

食
農
教
育

8/20(火)の
全1日

総合教育
センター
指導相談
担当

総合教育
センター
指導相談
担当

問い合わ
せ先

締切日

当該市町
村教育委
員会

100

総合教育
センター
生涯学習
推進担当

7/29(月)の
全1日

総合教育センター

○

5/14

生
涯
学
習

8/2(金)
12/25(水)の
全2日

○

総合教育
センター
教職員研
修担当

江南支所
農業教
育･環境
教育推進
担当

6/21

校長及び教頭

○

○ ○

総合教育
センター
特別支援
教育担当

7/9(火)他、
全７日

対 象

8/30

6/3

○

養護教諭を含む｡

6/3

6/3

養護教諭・栄養教諭
を含む。市町村立学
校に限る。※臨時的
任用者を除く。

養護教諭を含む｡

総合教育センター

総合教育センター

研 修 日

総合教育センター

○ ○○

会 場

8/5(月)の
全1日

10/4(金)
10/30(水)の
全2日

総合教育センター

9/6(金)の
全1日

7/9(火)他、
全７日

研修
案内

20

4/30
6/11
8/26

5/24(金)
7/ 2(火)
9/17(火)
※１日単位
でも受講可

養護教諭・栄養
教諭・学校栄養
職員を含む。

7/30(火)
7/31(水)の
全2日

p.17

10/18

総合教育センター

県立精神保健福祉
センター

総合教育センター

7/5

9/27

総合教育センター

総合教育センター
江南支所

9/25

養護教諭・高等
学校の実習助手
・技能職員を含
む。

5/22(水)
10/18(金)
※どちらか
１日でも
受講可

環
境
・
生
物

15

○○

7/26(金)
8/5(月)の
全2日

10/2(水)の
全1日

総合教育
センター
企画調整
担当

15

※詳細については、別途通知します。
(年１回実施予定。定員は４０名)40

養護教諭以外の
参加は要相談

8/28(水)の
全1日

総合教育センター
江南支所

埼玉県環境科学国
際センター

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　学校ファームの活動や技術・家庭科の教材開発に役立つ、トマト、
キュウリなどの野菜や稲の栽培についての研修を行います。（苗等の
教材提供有）

総合教育センター
江南支所

10/25(金)の
全1日

　理科や環境教育等の授業に役立つ研修です。専門的な施設がなくて
もできる植物培養の実験や植物、微生物の観察を行います。

20

25

埼玉大学CST事業
参加者を含む。

研修会番号

管
理
職

40

養護教諭を含む｡

○ ○

　水質・土壌・大気など、身近な環境の調査方法についての実習を行
い、環境学習や高校農業科目「農業と環境」の教材開発により授業力
向上を図ります。

○

20

　知的障害を伴った自閉症のある幼児児童生徒の理解や指導方法につ
いて、講義により基礎的な内容を学びます。

30

20　学校・家庭・地域が一体となった教育活動を推進するために、学校
応援団をはじめとした地域との連携の在り方について考えます。

  児童生徒の豊かな心を育む「本」との出会いを大切にするために、
学校における「読み聞かせ」の進め方を学びます。

  ブックトーク及びアニマシオンに関する講義・演習により、実践的
な指導技術を習得し、子どもの読書活動推進に寄与する指導力の向上
を図ります。

　～これでよし！精神保健における健康相談～
　スペシャリストによる事例検討を通し、精神保健の健康相談の力量
を高めます。（充実の一日研修）

　管理職を対象に授業力向上のマネジメントに関する講義、授業観察
演習及びプロジェクトの計画・立案に関する研修等を実施し、教員の
授業力を高めるためのマネジメント能力の向上を図ります。

p.18

　教育活動における著作物の適正な利用を進めるため、具体的な事例
を通して、著作権制度の基礎を学び、理解を深めます。

　知的障害のある幼児児童生徒の理解や指導方法について、講義によ
り基礎的な内容を学びます。

番

　緑化、総学、技術・家庭科担当の先生を応援！花壇や緑のカーテン
の疑問を解決し、学校いっぱいに花を咲かせましょう。教材（草花
苗）を提供します。

　～次代を担う人材の育成～
　学校における組織マネジメントを体系的に学び、次代を担う人材を
育成します。

p.14

p.15

p.16

　発達障害（ＬＤ･ＡＤＨＤ･高機能自閉症等）のある幼児児童生徒の
理解や指導方法について、講義により基礎的な内容を学びます。



教員の自発的・主体的な研修の機会を確保するための研修会（講座）です。
［自主的な参加のため、出張扱いではありません。］

小 中 高 特

１
体育・スポーツサポート講座
「やったね・できたね教室」

SA000030

　○参加申込み方法

　「研修案内」（冊子）ｐ.２７、ｐ.２８の「専門研修の申込み手順」を参照して、次のア～オの手順にしたがって申込みを
お願いします。

　ア　県立総合教育センターのホームページを開きます。
　イ　「研修案内サイト」のページが開きます。研修の内容はこちらで確認できます。
　ウ　「体育・スポーツサポート講座の申込はこちらから」のバナーをクリックします。
　エ　メニューの希望する研修をクリックします。
　オ　情報入力画面で必要事項を入力してください。

(注)１　体育・スポーツサポート講座は、自主参加の研修会ですので、申込みを行う際に、ログインＩＤ、パスワードは必要あり
　　　ません。
　　 ２　小・中学校等で、電子申請の利用ができない場合の参加申込みは、学校体育担当にお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　０４８－５５６－３４４８　　

　○申込みの締切日と参加者の決定・通知
　ア　締切り後も、定員に満たない場合は受け付けますので、電話でお問い合せください。
　イ　研修申込みの確認メールが入力したメールアドレスに届きます。
　ウ　確認メールをもって参加者の決定・通知とします。
　エ　傷害保険料（約１００円）を徴収させていただきます。

　
■　担当連絡先（お問い合わせ先）

■　ホームページでも研修概要を紹介しています。また、このポスターはホームページからダウンロードすることができます。         

埼玉県立総合教育センター　ＵＲＬ　http://www.center.spec.ed.jp/ 

対 象
分類

平成２５年度　埼玉県立総合教育センター　体育・スポーツサポート講座の概要

　　 体育・スポーツサポート講座

問い合わ
せ先

p.19

研修
案内

50

5/20

学
校
体
育

研 修 日
定
員

 6/ 2(日)の
全1日

　県立総合教育センターホームページの研修案内サイトを使って電子申請によりお申し込みください。

総合教育センター小中高特の教
員、市町村教
委指導主事及
び大学生、一
般県民

会 場研修会番号

総合教育
センター
学校体育
担当

締切日

　オリンピックメダリストを指導者に迎え、器械運動の実技指導研修
を行い、教室参加児童へ直接指導することで指導意欲・指導力の向上
を図ります。　　講師　アテネオリンピック金メダリスト
　　　　　　　　　　　鹿島丈博　先生

研　修　会　名　・　研　修　内　容番

埼玉県のマスコット「コバトン」

住     所 各 担 当 名 電 話 番 号 

県立総合教育センター 
〒361-0021 行田市富士見町２－２４ 
  （代表）   ０４８－５５６－６１６４ 

企画調整担当 ０４８－５５６－３３１９ 

教育課程担当 ０４８－５５６－３３４８ 

指導相談担当 ０４８－５５６－３３５４ 

特別支援教育担当 ０４８－５５６－３３７０ 

生涯学習推進担当 ０４８－５５６－３３４５ 

教職員研修担当 ０４８－５５６－３４１９ 

情報教育推進担当 ０４８－５５６－３４４４ 

学校体育担当 ０４８－５５６－３４４８ 

県立総合教育センター江南支所 

〒360-0113 熊谷市御正新田１３５５－１ 

農業教育・環境教育推進担当 ０４８－５３６－１５８６ 

 


